
展示会概要

■ ＰＦＵ出展内容のご案内 ■

●名 称： eドキュメントJAPAN 2010    http://www.e-document.jp/

●日 時： 2010年10月18日（月）～20日（水） 10:00～17:30

●会 場： 東京ビッグサイト 東5ホール PFUブース：9-2

●主 催： 社団法人 日本画像情報マネジメント協会

※上記ホームページにて事前申し込みをお願いいたします。

当日受付になりますと入場料として、2,000円が必要になりますので、ご注意ください。

主な出展内容

お客様各位

拝啓 貴社ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。
平素は、格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。
このたび、当社は「Ｎｅｘｔ Evolution！～次世代のECMとスキャナ活用～」と題して、東京ビッグサ
イトで開催される『eドキュメントJAPAN 2010』に出展いたします。
PFUの技術を結集した、世界シェア№1イメージスキャナ 「fiシリーズ」・パーソナルドキュメントス
キャナ「ScanSnapシリーズ」をはじめ、 企業の情報活用基盤を支える「ECM（エンタープライズ・
コンテンツ管理）ソリューション」のデモンストレーションを実施いたします。
是非、この機会にビジネススタイルを進化させるPFUの最新技術をご覧ください。
ご多用中とは存じますが、万障お繰り合わせの上、ご来場賜りますようお願い申し上げます。

敬具

“PFUのECMは次のステージへ”
～紙文書電子化技術で進化するECMソリューション～

紙文書の効率的な電子化と、システムでの活用を低
コスト、短期間で実現することを目的としたPFUのECM
ソリューションをご紹介いたします。
オフィスに存在する紙文書を効率よく電子化して、業務
システムやワークフローで、簡単に活用できます。クラ
ウドを利用すれば、いつでも・どこからでもアクセスが可
能となり、幅広いデータの活用が実現します。

“世界シェア№1

イメージスキャナfiシリーズ”

大量の紙文書を高速処理できるA3高速スキャナから窓
口業務に最適なA6スキャナ、ネットワーク対応スキャナ
まで、全17機種の豊富なラインナップでお客様のさまざ
まなニーズにお応えいたします。多種多様な紙媒体に
対応した高い搬送性能とスキャニング業務の効率化を
サポートする自動化機能を搭載した「fiシリーズ」をご覧
ください。

“ワンプッシュ＆スピーディー！

書類をすばやくPDF化！”

「Evernote」 などのクラウドサービスとシームレスに連携
できるScanSnapの新しい活用法をご紹介いたします。
名刺や書類、メモなどを簡単にPDF化し、モバイル端末
で検索・閲覧するなど、簡単・便利なScanSnapをご体感
いただけます。



当社セミナー（参加費 無料）

出展商品概要

株式会社PFU  ECM営業統括部 販売推進部
〒212-8563 川崎市幸区堀川町580番地 ソリッドスクエア東館
TEL：044-540-4613  E-mail：scanners@pfu.fujitsu.com

お問い合わせ

ECMソリューション 下記のECM関連ソフトウェアを活用した、次世代のECMソリューションのデモンスト
レーションを行います。
新商品をはじめ、豊富なラインナップでお客様が抱えるさまざまな経営課題の解決
に大きく貢献いたします。

fiシリーズラインナップ 高速集中入力に高生産性を実現するハイスピードスキャナからデスクサイドでの
分散入力や窓口業務に最適なコンパクトスキャナまで、fiシリーズの豊富なライン
ナップをご紹介いたします。多種多様な原稿の読み取り前後の作業を効率化する
インテリジェント機能や、バンドルソフトウェアによる多彩な画像処理などビジネス
効率を向上させるさまざまな機能をご体感いただけます。
【展示スキャナ】

・fi-5950（新商品）
・fi-6800
・fi-6770A
・fi-6140
・fi-6110（新商品）

ScanSnapシリーズ 今話題の「Evernote」などのクラウドサービスをはじめ、「iPad」や「iPhone」アプリと
のさまざまな連携など、 ScanSnapの新しい活用例をご提案いたします。
また、ScanSnapの基本機能に加え、取り込んだデータを紙と同じ感覚で、パラパラ
めくりで閲覧できる「楽

2
ライブラリパーソナル」をご紹介いたします。

世界シェアNo.1

イメージスキャナ

eドキュメントフォーラム（スポンサードセミナー）

【日 時】 10月18日（月） 15:20～16:20
【場 所】 東京ビッグサイト 会議棟 7階 703
【テーマ】 クラウドサービスを利用したScanSnapの新しい活用事例
【内 容】 Evernote、Salesforceなどに代表されるクラウドサービスやiPad、iPhoneなどのモバイル端末を利用した

データ活用術をはじめ、書籍の電子化や家庭内ドキュメントのアーカイブなど、 ScanSnapを利用した効
率的な紙情報の電子化と新しい活用事例をご紹介いたします。

【講 師】 株式会社ＰＦＵ
イメージビジネスグループ
ECM営業統括部 販売推進部 部長 松本 秀樹

【定 員】 120名

※セミナー内容、講師等は、都合により予告なく変更する場合がございます。

【日 時】 10月20日（水） 15:20～16:20
【場 所】 東京ビッグサイト 会議棟 7階 701
【テーマ】 クラウド時代に業務の効率化を実現する文書管理（ECM)実践ノウハウ
【内 容】 企業におけるクラウド活用が進んでいます。クラウド上での業務効率化のための文書管理（ECM）に

ついて、紙を扱う業務やエビデンス強化に焦点を当てた実践ノウハウをご紹介いたします。
【講 師】 株式会社ＰＦＵ

ソリューション&ソフトウェアグループ
ECMソリューション事業部 事業部長代理 豊田 康英

【定 員】 50名
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